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・結果

小澤徹教授との共同研究で我々は, 非線型シュレディンガー方程式の時空間における解
析的平滑化効果に関する結果を得ました. 特に, 非線型項が擬共形不変な場合に時間大
域解に対する解析的平滑化効果を空間遠方で指数減衰している初期値に対して示しまし

た. この研究では一般化解析函数空間を用いていて, これは林仲夫教授と加藤圭一教授
によって導入されたものです.
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